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炭酸カルシウム⽔和剤を加⽤した無機銅⽔和剤は 
落花期以降のモモせん孔細菌病対策に有効である 
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３ 要旨 

無機銅⽔和剤はモモせん孔細菌病に対する重要な防除薬剤であるが、開花後に本剤を散布する
と薬害が発⽣するため、使⽤時期は開花前と収穫後の秋季に限定されている。そのため、「炭酸
カルシウム⽔和剤を加⽤することで落花期以降に使⽤できる無機銅⽔和剤」の本病に対する防除
効果を調査したところ、有効性が明らかになった。しかし、薬斑による果実の汚れや新梢葉での
薬害（図１）が発⽣する可能性があるため、使⽤時期は落花期〜５⽉下旬頃までを⽬安とする。 

                                                        

（１） 2019 年の試験において、炭酸カルシウム⽔和剤（商品名：クレフノン）100 倍を加⽤した
無機銅⽔和剤（商品名：クプロシールド）1000 倍は、対照のオキシテトラサイクリン⽔和
剤（商品名：マイコシールド）2000 倍と同等の防除効果が認められた（表１）。 

（２） 本剤は 2020 年９⽉９⽇に、モモせん孔細菌病についての適⽤が拡⼤登録となった。 
（３） 薬害の発⽣を軽減するため、必ず炭酸カルシウム⽔和剤を加⽤するとともに連⽤は避ける。 
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（１）令和３年版 福島県農作物病害⾍防除指針． 

 
表１ モモせん孔細菌病に対する無機銅⽔和剤の防除 

効果（2019 年） 

 
図１ 無機銅⽔和剤散布による果実の 

汚れ（左）及び新梢葉の薬害（右） 

無機銅⽔和剤（炭酸カルシウム⽔和剤100倍加⽤）
（クプロシールド（クレフノン100倍加⽤））

889 8.3 150 0 −

オキシテトラサイクリン⽔和剤
（マイコシールド）

852 5.8 150 0 −

無処理 780 19.1 150 4.7 −

注）供試薬剤の散布⽇は2019年５⽉９⽇、20⽇及び28⽇。発病調査⽇は６⽉11⽇。
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